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萩の台住宅地ってどんなところ？
昭和５６年から分譲を開始した住宅地

当時は、３５歳～４０歳のサラリーマン世帯が入居

現在 706世帯 1477人が住む

６５歳以上の高齢化率 49.6%（生駒市トップ）

令和7年12月１日 生駒市データより

自治会未加入は５パーセント程度

最寄り駅までは、下り坂

平成２７年度から、コミュニティバスが開通



脱炭素社会実現に個人ができること…

① 公共交通機関や自転車・徒歩で移動する

② ゴミを減らし、リサイクルする

③ こまめに電気を消す、コンセントを抜く

④ 家の電力を100％再生可能エネルギーに切り替える

⑤ 日常生活に無駄がないかを確認する

⑥ 省エネに取り組む企業の商品を購入する

…

（令和5年7月の脱炭素シンポジウムで）



令和元年12月から
環境省-二酸化炭素排出抑制対策事業
（ 脱炭素イノベーションによる

地域循環共生圏構築事業 ）

・日常の“ごみ出し”を通じて住民が集まる拠点を設ける

・資源ゴミを回収しつつ更にコミュニティの活性化を図るための
各種催しを開催する

・健康づくり・介護予防などにもどのような効果があるかを図る

（原案…アミタホールディングス株式会社 提案）



『 まちのえき 』でしてきたこと、していること

・ 資源回収（ペットボトルキャップ、ベルマーク、廃インクカートリッジ、廃食用油、
牛乳パック、使用済み切手、パウチフィルム）（日/祝以外毎日）

・ カフェ（月2回 ランチ）

・ 地元新鮮野菜販売（生駒市農林課）（月1回）

・ Coop移動販売（毎週1回）

・ キッチン突き当たり 弁当販売（毎週1回）

・ ヤクルト健康教室（月1回）

・ 生ごみ処理機（メタン君）2023年春完成し終了（アミタホールディンス）

・ 洗剤等の量り売り（プラスチック消費削減）2025年末終了（花王）



グリーンスローモビリティ『はぎくる』
移動する

令和6年10月 運行開始

コミュニティバスの運休日の
月曜日と木曜日に運行

乗客定員 5名

自治会館に設置した太陽光

パネルによる発電を利用！



利用状況（令和7年11月 終了時点）



環境省
第13回グッドライフアワード
実行委員会特別賞を受賞



我が家の実績報告
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太陽光パネル＋蓄電池 の設置効果

有事に電力を確保できているという安心感

自治会館を避難所として利用が可能となる



災害関連死

•災害による直接死より関連死の方が圧倒的に多い

•高齢者等の要配慮者の方が、避難所など慣れない環境の中で長
期間の避難所生活を強いられることによる、肉体的・精神的な
負担が原因と考えられる災害関連死が多い

•防災備品として、飲料水、トイレ、電源が一番大切という説も
ある

家に電気があれば、助かった命を守りぬけるのでは…
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